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第
14
回
芦
北
う
た
せ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
空
手

道
大
会
が
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
と
交

流
セ
ン
タ
ー
で
２
月
17
日
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。　

 

　

大
会
に
は
、
九
州
全
県
や
愛
媛
、
岡
山

か
ら
、
93
団
体
約
千
人
の
小
中
学
生
が
参

加
。
競
技
は
、先
鋒
（
せ
ん
ぽ
う
）・
中
堅
・

大
将
戦
を
３
人
で
戦
う
団
体
組
手
と
個
人

組
手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
は
気
合
い
の
入
っ
た
掛
け
声
と
共

に
果
敢
に
突
き
や
蹴
り
を
出
し
、
攻
め
た

り
守
っ
た
り
し
な
が
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
選
手
の
白
熱
し
た
試
合
と
応
援

席
か
ら
の
熱
の
こ
も
っ
た
応
援
で
、
会
場

は
汗
ば
む
ほ
ど
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

少
年
少
女
拳
士
が

熱
い
戦
い

第 14 回芦北うたせ杯ジュニア空手道大会

「
ゆ
め
も
や
い
」が
高
い
評
価

県
木
材
利
用
大
型
施
設
コ
ン
ク
ー
ル▲表彰式に出席した藤崎副町長がくまもと県産材振興会

　賞の賞状を受け取りました

女島埋立地に建設さ
れた「ゆめもやい」

▼

▲内部は木材をふんだ
　んに使用し温かみの
　あ る 空 間 と な っ て
　います

　

第
18
回
熊
本
県
木
材
利
用
大
型
施

設
コ
ン
ク
ー
ル
で
女
島
活
力
推
進
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
め
も
や
い
」
が
く
ま
も
と
県

産
材
振
興
会
賞
を
受
賞
し
、
表
彰
式
が

２
月
12
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

芦
北
町
か
ら
は
藤
崎
副
町
長
と
設
計
会

社
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。
同
施
設
は

昨
年
７
月
に
女
島
埋
立
地
に
完
成
。
町

や
県
内
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、

扇
形
の
外
観
と
海
側
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

を
設
け
る
な
ど
開
放
的
な
造
り
と
な
っ

て
い
る
こ
と
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
通

気
、
採
光
、
太
陽
電
池
な
ど
）
の
活
用

　

み
か
ん
の
里
ま
つ
り
が
２
月
17
日
、

御
立
岬
温
泉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
県
内
の
ハ
ー
レ
ー

ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
70
台
も
集
ま
り
、
ま
つ

り
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
芦
北
産
の
不
知
火
や
甘
夏
、

晩
白
柚
、
レ
モ
ン
な
ど
が
販
売
さ
れ
、

多
く
の
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
御
立
岬
温
泉
塩
を
使
用
し
た
甘

夏
ま
ん
じ
ゅ
う
や
大
岩
地
区
む
ら
づ
く

り
協
議
会
の
手
作
り
味
噌
も
販
売
さ
れ

好
評
で
し
た
。
温
泉
セ
ン
タ
ー
２
階
で

は
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
医
学
博
士

の
竹
熊
宣
孝
さ
ん
が
「
見
え
る
お
金
！

見
え
な
い
命
！
」
と
題
し
て
、「
人
生
と

は
楽
し
い
も
の
。
物
に
執
着
せ
ず
、
命

を
大
事
に
有
意
義
な
人
生
を
笑
顔
で
過

ご
す
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
講
演

し
ま
し
た
。
次
に
く
ま
も
と
笑
い
ヨ
ガ

倶
楽
部
代
表
の
西
嶋
敏
さ
ん
が
「
笑
い

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
笑
う
方
法
を
伝
授
し
、
来
場
者
全
員

で
実
践
し
ま
し
た
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
は

よ
く
笑
っ
て
い
た
は
ず
で
す
が
、
大
人

に
な
る
と
な
か
な
か
笑
わ
な
く
な
り
ま

す
。
笑
う
こ
と
で
人
生
明
る
く
豊
か
に

な
り
ま
す
」
と
自
分
の
体
験
を
交
え
、

笑
う
こ
と
の
大
切
さ
を
真
剣
に
、
そ
し

て
満
面
の
笑
み
で
伝
え
て
い
ま
し
た
。

み
か
ん
の
里
ま
つ
り

田
浦
で
初
め
て
の
開
催

▲多くの客でにぎわったみかん販売コーナー

▲県内からハーレーダビッドソン愛好家が集まりました

①釡つばさ選手の中段蹴り
が決まる ②⑤白熱した試
合をする選手 ③選手宣誓 
④選手と保護者などの応
援者で 3,000 人以上が来場 
⑥試合後、優勝が決まって
天を見上げる田村響選手

まちのわだい close up

町内関係者上位成績（敬称略）

【団体組手】
中学女子　準優勝　芦北町海王塾
　　　　　　　　（山本真帆、宮本彩加、岩下るか）
小学男子　３　位　芦北町海王塾Ａ
   　　　　　　　 （橋本将人、釡つばさ、田村響 )

【個人組手】
小学５・６年男子　優勝　田村響　　
小学３・４年女子　優勝　釡つばさ

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。同
席
し
た
「
ゆ

め
も
や
い
」の
指
定
管
理
者
で
女
島
開
発
委

員
会
の
福
浦
武
義
会
長
は
「
こ
の
よ
う
な
立

派
な
賞
を
い
た
だ
い
た
施
設
で
地
元
女
島

地
区
の
も
や
い
直
し
や
地
域
間
交
流
な
ど

を
行
い
、地
域
再
生
の
拠
点
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
」と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

芦
北
町
は
こ
れ
ま
で
に
佐
敷
小
や
交
流

セ
ン
タ
ー
の
熊
本
県
賞
を
は
じ
め
、
御
立

岬
公
園
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
大
野
温
泉
セ
ン

タ
ー
、
薩
摩
街
道
佐
敷
宿
「
桝
屋
」
が
熊

本
県
森
林
組
合
連
合
会
賞
な
ど
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

●①

●②●③●④

●⑤●⑥



ま ち の わ だ いま ち の わ だ い

　道の駅「たのうら」の敷地内に防災機能強化施設
が整備されることになり、２月３日、現地で着手式
が行われました。東日本大震災時に道の駅が被災者
の避難場所や災害支援部隊の拠点として活用された
ことから国土交通省が取り組んでいる事業です。災
害時にトイレが 24 時間利用可能となるよう井戸水
用配管の整備や電力確保のための自家発電施設、災
害時に必要となる生活資材などを保管する防災倉庫
が整備されます。国道３号や南九州西回り自動車道
が災害時に通行不能になった際、道の駅「たのうら」
が防災拠点施設として位置付けられます。県内初の
整備着手となります。
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スタディーツアーに参加した子どもたち全員が感想を
話しました

　昨年 12 月 24 日から 29 日の５泊６日の日程で実
施したカンボジアスタディーツアーの報告会が２月
７日、役場で行われました。発表したのは参加した
小中学生 14 人。芦北町国際交流協会が建設したあ
しきたひまわり今村学校での交流会やトゥールスレ
ン博物館、アンコールワット群での視察や勉強会の
模様をプロジェクターを使って報告。最後にツアー
に参加しての感想を「交流会で言葉は通じなかった
けれど心は通じ合えた」「カンボジア学校建設募金
をもっとがんばりたい」と発表しました。子どもた
ちにとって貴重な体験となったことでしょう。

カンボジアでの体験を報告

女島埋立地で
メガソーラー施設工事始まる

　女島埋立地に建設するメガソーラー（大規模太陽
光発電所）の起工式が２月４日、現地で行われまし
た。コンサルタント会社のコア・テック（株）と投資
会社のスパークス・グループ（株）が「SGET 芦北メ
ガソーラー合同会社」を設立し事業を行います。ス
パークス・グループは東京都が実施する官民連携イ
ンフラファンドを運営しています。スパークス・グ
ループ阿部修平社長は「完成すれば出力８メガワッ
ト、約2,500 世帯分の年間発電量となります。芦北町
での事業が官民連携ファンド第１号の投資案件とな
ります。芦北町のモデルを日本に、世界に広げていき
たいです」とあいさつしました。

女島埋立地 SGET 芦北メガソーラー施設完成予想図。
総事業費約30 億円。12 月に完成予定です

着手式記念の杭を気合いを込めて打つ竹﨑町長

道の駅「たのうら」に防災拠点施設

　平成 24 年度明るい選挙啓発作品コンクールのポ
スターの部で平野敬子さん（湯浦中２年、湯浦北）
が入選しました。指導した中川幸恵美術講師による
と美術の時間にどんなイメージで描くかを事前に学
習し、ポスターは夏休みに制作したそうです。平野
さんは小さいときから絵を描くことが好きで、こ
のポスターは２時間で描き上げました。「選挙当日、
ニュースを見ていると若い人で投票する人が少ない
と思います。若い人が投票をしている姿を見ると感
心だなと思います。大人になったら必ず投票します」
とポスターに描いた「みんなの意志で日本を築こう」
の言葉どおり力強く話してくれました。

選挙啓発コンクールで入選

入選した作品を持って笑顔の平野さん

　第９回芦北町音楽祭が２月３日、しろやまスカイ
ドームで開催されました。地元芦北町吹奏楽団が
オープニングを務め、熊本市立三和中学校吹奏楽部
の演奏で音楽祭がスタートしました。今回は合奏と
マーチング、ダンス合わせて６団体が出演。「かご
めかごめ」「ずいずいずっころばし」などの日本の
遊び歌や山口百恵メドレーなど懐かしい曲も演奏し
ました。出演者は息の合った演奏と演技を見せてく
れました。この日会場に詰めかけた約 500 人の観
客は軽快なリズムの時には手拍子をしたり、懐かし
い曲の時には口ずさんだりと音楽祭を楽しんでいま
した。最後に出演者全員で AKB48の「GIVE ME FIVE !」を演奏し

ました

音楽と踊りの祭典

　南九州西回り自動車道女島トンネル工事の安全
祈願祭が２月２日、現地で実施されました。祈願
祭には国土交通省や建設工事関係者、地元区長な
ど約50 人が出席しました。このトンネルは湯浦
の椛谷地区から山川地区を結び、全長1,085m あ
ります。芦北―津奈木間には３つのトンネルが必
要で、女島トンネル、湯浦トンネル、そして貫通し
ている津奈木トンネルがあり、これで全てのトン
ネルに着手したことになります。2015 年度の津
奈木インターの利用開始を目指し工事が進めら
れています。

女島トンネル工事の安全を祈願

関係者約 50 人が出席し工事期間中の安全を祈願しま
した
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徳富蘇峰の歴史を田浦で学ぶ

　近代日本の言論界に不動の地位を築いた水俣出身
のジャーナリスト徳富蘇峰（本名：猪一郎）と国登
録有形文化財の藤崎家住宅「赤松館」5 代目当主藤
崎彌一郎の書簡を展示した「二人の一郎」文通展が

「赤松館」で開催中です。国民新聞社を設立したい
蘇峰が「天下の為に５千円の用立て請う」と書いた
彌一郎宛ての書簡などを展示しています。書簡のほ
かにも蘇峰が主筆となって発刊した日本初の総合雑
誌「国民之友」や明治時代のベストセラーとなった

「将来の日本」などを展示しています。公開は土、日、
月曜日の午前 10 時〜午後４時、５月 17 日（金）まで。
入館料は 500 円。

藤崎彌一郎と徳富蘇峰の手紙のやり取りがショーケー
スの中に展示されています

　島元正典さん（市居原）が２月 15 日、100 回目
の誕生日を迎えました。この日は子どもたちが静岡
県や長崎県から集まり、実家で祝いました。藤崎副
町長が 100 歳の慶祝金を渡しました。島元さんは
終戦後、芦北町に帰郷し教員を務め、退職後は旧芦
北町議会議員を３期務めました。現役を退いてから
は毎朝の散歩と新聞をじっくり読むのが日課です。
若い頃は川釣りが趣味で家業の旅館は奥さんにまか
せてヤマメなど釣っていたそうです。「適度な運動
と食べ物、そして温泉や緑豊かな自然に恵まれてい
る良い環境が長生きの秘訣（ひけつ）だと思います。
まだまだ長生きしたいですね」と豪快に笑って周囲
を和ませていました。

島元正典さん祝 100 歳

家族に祝福され笑顔の島元さん（左から２番目）

卒業前にサッカーの思い出

懸命にサッカーボールを追う子どもたち

　第13回あまなつカップサッカー大会が２月17日、
田浦運動場と岩崎グラウンドで開催されました。小
学校を卒業する６年生に最後の思い出をつくっても
らおうと町サッカー協会が行っています。あまなつ
カップは６年生がメーンの大会ですが、６年生以外
でも参加できるように 11 歳以下（U-11) の部と９歳
以下 (U-9）の部の試合も実施。今年は町内や八代市、
出水市などから 38 チーム、約 300 人のサッカー選
手が参加し熱戦を繰り広げました。芦北町からは佐
敷 SC、田浦 FC、KLAXON が参加し、あまなつカッ
プの部で佐敷 SC が３位、U-9 の部で田浦 FC が優勝、
佐敷 SC が２位の成績でした。

豊作願う「もぐら打ち」

　大岩地区むらづくり協議会（岩口猶敏会長）が２
月 10 日、小正月行事を行いました。
　「もぐらんぽー、もぐらんぽー、もぐら打ちぃー」
という大きな掛け声で、大岩地区の子どもたちが地
域住民手作りの木とワラでできた棒で地面をたた
き、五穀豊穣を願いました。大人も子どもに負けじ
と棒で地面をたたいていました。その後、柿の木の
幹にナタで傷をつけ、その切り傷にご飯を塗り付け

「なれば食わするぞ、ならんば切り倒すぞー」とは
やしことばを歌う「柿ノ木なーれなれ」も行われま
した。各家庭の軒先に飾る柳もちも作りました。地元住民が作ったもぐら打ち棒を持ってもぐらたたき

をする子どもたち

カンボジアに届けこの思い

　佐敷小学校で２月 13 日、カンボジア学校建設募
金の贈呈式が行われました。児童を代表して６年生
の吉原百香さんが１月 25 日に同校で実施したカン
ボジアチャリティーバザーの益金 15 万 6,360 円を
藤崎副町長へ手渡しました。藤崎副町長は「皆さん
の思いがたくさん詰まったこのお金を大切に使わせ
ていただきます」とあいさつ。上舞隆夫校長は「チャ
リティーバザーは物を大切にする心が大事です。バ
ザーで売り上げたお金が形を変えカンボジアの学校
になります」とお金だけでなく心も大切と児童に話
しました。佐敷小はこれまでに総額 303 万 4,325
円を芦北町国際交流協会へ寄附しています。

佐敷小児童の温かい思いが詰まった益金を藤崎副町長へ
手渡しました

自分たちで考えたプランを説明する生徒

　歴史ある肥薩おれんじ鉄道佐敷駅について勉強し
ている熊本高専建築社会デザイン工学科３年生が２
月 20 日、社会教育センターで設計作品発表会を行い
ました。昨年９月に生徒全員で佐敷駅を訪れ、駅周
辺の住民に駅の利用状況などの聞き取りを行い学習
してきました。「待合室やトイレが暗かったので明る
くイメージしました」「知らない人同士でもくつろげ
る空間をつくってみました」などと発表。町から駅
業務を受託している NPO 法人ななうらステーション
の藤井ゆみ理事長は「たくさんのヒントを学生から
いただきました。快適な駅づくりに向け少しずつ取
り組んでいきたいです」と感想を話してくれました。

佐敷駅を高専生が再開発

ま ち の わ だ いま ち の わ だ い
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　平成 24 年にスポーツや文化活動で活躍した町民を
たたえるため、２月 24 日、しろやまスカイドームで
芦北町スポーツ賞・芦北町文化振興奨励賞の交付式が
行われました。スポーツ賞は 65 人、文化振興奨励賞
は 14 人が受賞。交付式では、竹﨑町長が受賞者に盾
と奨励金を渡しました。受賞者を代表して松崎由佳さ

んが「自分の力だけでなく、周りの支えがあったから
受賞することができました。たくさんの方々が頑張っ
ている芦北に生まれ育ったことに誇りを持ちこれから
も頑張っていきます」と謝辞を述べました。
受賞者は次のとおりです。（敬称略）※カッコ内の住所、
所属などは各大会での受賞時のものです。

【
国
際
大
会
】

▼KU
M

PO
O

 W
O

RLD
 M

O
RN

IN
G

 CU
P

２
０
１
２
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
女
子
ダ
ブ
ル

ス　

優
勝
＝
引
地
恵
（
花
岡
西
）

【
全
国
大
会
】

▼
第
12
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会　

６
年
男
子
個
人
組
手　

優
勝
＝
田
村

響
（
花
岡
西
、
佐
敷
小
６
年
）
３
年
女
子
個

人
組
手　

２
位
＝
釡
つ
ば
さ
（
花
岡
西
、
佐

敷
小
３
年
）
▼
平
成
24
年
度
全
国
定
時
制
通

信
制
総
合
体
育
大
会
・
第
43
回
剣
道
大
会 

男
子
個
人
戦　

３
位
＝
福
田
大
地
（
大
野
、

水
俣
高
校
定
時
制
２
年
）
▼
第
67
回
国
民
体

育
大
会
岐
阜
清
流
国
体
カ
ヌ
ー
競
技　

ス
プ

リ
ン
ト
Ｋ
―
１　

４
位
＝
楠
原
恵
美
子
（
丸

山
、
水
俣
高
３
年
）
▼
第
67
回
国
民
体
育
大

会
岐
阜
清
流
国
体
空
手
道
競
技　

男
子
個
人

組
手(

重
量
級
）
５
位
＝
坂
田
宏
樹
（
花
岡

西
、
芦
北
町
教
育
委
員
会
）
▼
第
21
回
全
国

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

都
道

府
県
対
抗
団
体
戦　

５
位
＝
福
田
朋
花
（
小

田
浦
３
、
田
浦
小
６
年
）
▼
平
成
24
年
度
全

国
高
等
学
校
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競
技　

カ

ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
５
０
０
ｍ
・
２
０
０
ｍ　

６

位
＝
藤
井
恵
理
奈
（
平
生
、
水
俣
高
２
年
）

▼
第
65
回
全
日
本
新
体
操
選
手
権
大
会　

団

体　

６
位
＝
一
藤
如
月
（
市
野
瀬
、
花
園
大

２
年
）

【
九
州
大
会
】

▼
平
成
24
年
度
全
九
州
高
等
学
校
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

女
子
団
体
戦　

優
勝

＝
入
江
未
来（
田
浦
４
、玉
名
女
子
高
３
年
）、

▼
平
成
24
年
度
九
州
中
学
校
体
育
大
会
・
第

８
回
九
州
中
学
校
空
手
道
大
会　

男
子
団
体

組
手　

優
勝
＝
鬼
塚
遼
汰
（
宮
崎
、
湯
浦
中

３
年
）、
釜
拓
冶
（
女
島
西
、
湯
浦
中
２
年
）、

鬼
塚
大
輝
（
宮
崎
、
湯
浦
中
１
年
）
▼
第
７

回
九
州
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会
２
０
１
２　

優
勝
＝
竹
田
将
（
田
浦
３
、Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｅ
）

▼
第
32
回
全
九
州
高
等
学
校
新
人
大
会　

兼

第
32
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会
予

選
会　

北
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝　

男
子
団
体
組
手

＝
松
本
裕
輔
（
花
岡
西
、
芦
北
高
２
年
）、

山
本
大
悟
（
花
岡
西
、
芦
北
高
２
年
）、
田

村
嵐
（
花
岡
西
、
芦
北
高
１
年
）、
才
保
佑

一
朗
（
天
月
、
芦
北
高
１
年
）、
北
原
宏
人

（
花
岡
西
、
芦
北
高
１
年
）
▼
平
成
24
年
度

全
九
州
高
等
学
校
体
育
大
会
空
手
道
競
技　

女
子
団
体
組
手　

２
位
＝
釡
さ
く
ら
（
花
岡

西
、
芦
北
高
３
年
）、
中
島
か
れ
ん
（
花
岡

西
、
芦
北
高
３
年
）
元
山
夏
（
小
田
浦
３
、

芦
北
高
３
年
）、
中
島
レ
ナ
（
花
岡
西
、
芦

北
高
２
年
）、
才
保
な
な
（
天
月
、
芦
北
高

２
年
）、釡
み
な
み
（
花
岡
西
、芦
北
高
１
年
）

▼
第
49
回
九
州
沖
縄
地
区
国
立
高
等
専
門
学

校
体
育
大
会
水
泳
競
技　

男
子
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー　

２
位
＝
小
林
竜
大
（
花
岡
西
、
熊
本

高
専
八
代
キ
ャ
ン
パ
ス
５
年
）
▼
第
49
回
九

州
沖
縄
地
区
国
立
高
等
専
門
学
校
体
育
大
会

剣
道
競
技　

女
子
個
人
の
部　

２
位
＝
迫
本

茜
（
田
浦
３
、
熊
本
高
専
八
代
キ
ャ
ン
パ
ス

４
年
）
▼
第
７
回
小
学
生
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
福
岡
大
会　

２
位
＝
間
柄
智
詞
（
湯
浦

南
、
湯
浦
小
５
年
）
▼
第
27
回
九
州
小
学
生

新
体
操
大
会　

男
子
団
体　

２
位
＝
今
村
亮

介（
本
町
、佐
敷
小
５
年
）、岩
永
果
大（
本
町
、

佐
敷
小
５
年
）、
大
室
裕
慈
（
向
町
、
佐
敷

小
５
年
）、
川
口
大
輔
（
花
岡
西
、
佐
敷
小

５
年
）、木
下
大
雅（
花
岡
東
、佐
敷
小
５
年
）、

邑
上
颯
（
芦
北
、
佐
敷
小
５
年
）
▼
全
九
州

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

４
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

２
位　

益
田
萌
寧

（
田
浦
３
、
田
浦
小
４
年
）
▼
平
成
24
年
度

全
九
州
高
等
学
校
体
育
大
会
空
手
道
競
技　

男
子
団
体
組
手　

３
位
＝
才
松
佑
也（
天
月
、

文
徳
高
３
年
）
▼
第
38
回
全
九
州
空
手
道
選

手
権
大
会　

少
年
男
子
団
体
組
手　

３
位
＝

桑
本
裕
一
郎
（
桑
原
、
芦
北
高
３
年
）
▼
平

成
24
年
度
九
州
中
学
校
体
育
大
会
・
第
８
回

九
州
中
学
校
空
手
道
大
会　

女
子
団
体
組
手

３
位
＝
岩
下
る
か
（
向
町
、
佐
敷
中
３
年
）、

宮
本
彩
加
（
花
岡
西
、
佐
敷
中
２
年
）、
山

本
真
帆
（
花
岡
西
、
佐
敷
中
１
年
）
▼
全
九

州
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

４

年
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

３
位
＝
地
方
陸
人
（
米

田
、
内
野
小
４
年
）
▼
第
９
回
Ｎ
Ｊ
Ｓ
Ｆ

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
大
会
（
軟
式
野
球
）

３
位
＝
オ
ー
ル
芦
北　

西
川
智
（
湯
浦
東
）、

上
野
悠
太（
海
浦
２
）、石
田
幸
満（
花
岡
東
）、

中
川
秀
樹
（
岩
屋
川
内
）、
入
澤
昭
浩
（
計

石
東
）、中
川
文
博（
乙
千
屋
）、横
坂
和
彦（
花

岡
西
）、
橋
本
康
博
（
向
町
）、
才
保
親
哉

（
天
月
）

【
県
大
会
】

▼
平
成
24
年
度
熊
本
県
高
等
学
校
体
育
大

会
新
体
操
競
技　

団
体　

優
勝
＝
小
﨑
陽

介
（
女
島
西
、水
俣
高
３
年
）
▼
マ
ス
タ
ー

ズ
甲
子
園
２
０
１
２
熊
本
県
予
選
（
硬
式

野
球
）　

優
勝
＝
八
代
東
高
Ｏ
Ｂ　

西
田

孝
治
（
計
石
西
）、福
田
竹
春
（
計
石
東
）、

福
澤
光
洋
（
小
田
浦
２
）、田
邉
嘉
起
（
向

町
）、
福
田
龍
之
介
（
計
石
東
）
▼
熊
本

県
民
体
育
祭
菊
池
大
会
（
水
泳
）　

男
子

25
歳
未
満
自
由
形　

優
勝
＝
菊
川
浩
平

（
丸
山
）
▼
平
成
24
年
度
熊
本
県
社
会
人

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

65
歳
以
上

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝
＝
引
地
繁
一
（
花

岡
西
）
▼
第
14
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
熊
本
県
友

の
会
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
（
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
）
＝
向
川
誠
幸
（
湯

浦
北
）
▼
第
38
回
熊
日
学
童
五
輪
空
手
道

大
会　

男
子
団
体
組
手
・
形　

総
合
優
勝

＝
岩
下
照
英
（
向
町
、
佐
敷
小
６
年
）
▼

熊
本
県
高
等
学
校
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
学
年
別

大
会　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝
＝
志
水

美
穂
（
小
田
浦
５
、
秀
岳
館
高
２
年
）
▼

第
55
回
熊
本
県
銃
剣
道
優
勝
大
会　

一
般

の
部　

優
勝
＝
葦
北
郡
支
部　

福
田
健
生

（
田
浦
３
）、
一
原
博
文
（
市
野
瀬
）、
向

川
潤
（
湯
浦
南
）

【
特
別
賞
（
指
導
者
）】

▼
第
12
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権

大
会　

６
年
男
子
個
人
組
手　

優
勝
＝
釡
辰

信
（
花
岡
西
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

文
化
振
興
奨
励
賞

【
全
国
大
会
】

▼
第
63
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

農
業
鑑
定
競
技　

最
優
秀
賞
＝
松
崎
由
佳

（
高
岡
北
、
芦
北
高
３
年
）、
優
秀
賞
＝
白
坂

昂
大
（
白
木
、
芦
北
高
３
年
）

【
九
州
大
会
】

▼
第
67
回
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル  

高
校
Ｂ

グ
ル
ー
プ　

金
賞
＝
比
屋
定
明
子
（
小
田
浦

６
、
水
俣
高
３
年
）、
向
野
里
耶
佳
（
湯
南

団
地
、
水
俣
高
３
年
） 

、
向
田
有
香
（
湯
浦

南
、
水
俣
高
２
年
）、
赤
山
直
樹
（
田
浦
町

３
、
水
俣
高
２
年
）、
楠
本
海
頼
（
小
田
浦

４
、水
俣
高
２
年
）、山
内
み
な
み
（
古
石
南
、

水
俣
高
２
年
）、
宮
内
菜
摘
（
白
岩
、
水
俣

高
１
年
）、
國
武
宗
一
朗
（
豊
岡
、
水
俣
高

１
年
）
▼
全
国
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
九
州
予
選　

ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス　

優
勝
＝
釜
紗
里
佳
（
湯

浦
南
、湯
浦
中
２
年
）、才
荷
紗
也
香
（
天
月
、

大
野
中
１
年
）

【
県
大
会
】

▼
第
９
回
熊
本
県
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト　

電
気
工
事
部
門　

金
賞
＝
四
宮
英

平成 24年度スポーツ賞・文化振興奨励賞

左
上
へ

▶
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん

▶
文
化
振
興
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん

平成 24年度スポーツ賞・文化振興奨励賞平成 24年度スポーツ賞・文化振興奨励賞

志
（
豊
岡
、
八
代
工
業
高
３
年
）
▼
第
66
回

犬
童
球
渓
顕
彰
音
楽
祭　

最
優
秀
賞
（
球
渓

賞
）
＝
濱
田
唯
（
小
田
浦
４
、田
浦
中
３
年
）



新しいことに挑戦して、学びながら友だちの輪を広げてみませんか。
平成 25 年度も次のとおり講座を開設します。男性も大歓迎です。

自主的に活動している団体が行っている講座です。興味のある人は
参加してみませんか。

自主講座受講生募集

団体名 学習日 学習時間 代表者名 電話番号 開催場所

芦北彩友会（絵画） 第 2・4 土曜日 13：00 ～ 16：00 日野　輝生 82-3690 芦北福祉センター

芦北町短歌会 第 3 土曜日 13：00 ～ 16：30 吉田　ミホ 86-0377 社会教育センター

英会話クラブ 毎週水曜日 19：30 ～ 21：30 大見　正治 87-2073 活性化センター（田浦）

花扇会（舞踊） 第 1・3 水曜日ほか 14：00 ～ 16：00 農頭　圭子 82-3181 社会教育センター

合唱団フォローウィンド 毎週木曜日 19：30 ～ 21：00 山下　正剛 86-0450 〃

健康太極拳 第 2・4 土曜日 13：30 ～ 15：30 金子　勲子 82-3783 〃

シーサイド芦北(ハワイアンフラ） 第 1・3 火曜日 13：00 ～ 14：30 山田　蕗子 82-3531 〃

スポーツダンスクラブマリン 毎週火曜日 19：30 ～ 21：30 峰本　幸一 82-3394 〃

芦北写真愛好会 第 4 木曜日 20：00 ～ 21：30 城戸喜久生 82-2116 〃

松風会（茶道） 第 1・3 月曜日 13：00 ～ 16：00 塩永　玲子 82-3649 〃

書親会（書道） 第 1・3 金曜日 10：00 ～ 12：00 坂本　悦子 82-2144 〃

水墨画教室 第 2・4 金曜日 10：00 ～ 15：00 永田　広二 82-2262 〃

大正琴愛好会 第 1・3 土曜日 13：30 ～ 16：00 緒方　和代 87-2354 〃

陶友会（陶芸） 第 1・3 水 / 木曜日 13：00 ～ 16：00 福嶋　順子 86-2439 〃

トールペイントみもざの会 第 2・4 水曜日 17：30 ～ 19：30 鳥居　祐子 86-2378 〃

ビストロ　エリカ（料理） 第 4 水曜日 19：00 ～ 21：00 倉永やす子 87-2247 〃

ふれあい会（舞踊） 毎週木曜日 19：30 ～ 21：00 鎌木　廣美 86-0234 きずなの里

プアナニ芦北 ( ハワイアンフラ） 第 2・3・4 金曜日 14：00 ～ 16：00 村添　久子 86-1166 社会教育センター

やよい会（料理） 月１回（30 日頃）  9：30 ～ 12：30 城戸アサノ 82-2792 〃

芳柳流芦北芳柳会（舞踊） 第 2・4 水曜日 13：30 ～ 16：00 橋本千也子 83-0109 〃

「朗読部会」カナリア会 第 2・4 水曜日 13：30 ～ 15：30 溝部　健一 82-2817 〃

竹工芸 第 1・3 木曜日 19：00 ～ 21：00 桑𠩤　茂明 82-4332 〃

らくらく３Ｂ体操 第 2.・4 水曜日 20：00 ～ 21：30 藤井アヤ子 82-3738 〃

プルメリア芦北(ハワイアンフラ） 第 1・3 水曜日 19：30 ～ 21：00 倉永やす子 87-2247 〃

◆受講資格
町内に在住または勤務している人で、１人３講座
まで受講できます。１講座は最大５年間受講する
ことができます。全講座、男女問いません。
◆申込期間
４月１日（月）～４月15日（月）
定員になり次第締め切ります。ただし、定員の４
割に満たない場合は開講しません。
◆受講料
１講座 3,000円（英会話5,000円）です。

（教材費は別） ＊問い合わせ先　
　芦北町社会教育センター　☎（８２）２２１３

◆申し込み・受講料などのお問い合わせは、各代表者へお願いします。

平成25年度町民講座受講生募集

◆申し込み
社会教育センター、生涯学習課、大野公民館、
吉尾公民館、ヘルシーパーク芦北に申込書があ
りますので、受講料を添えてお申し込みくださ
い。
◆開講式
４月 21日（日）午前９時 30 分から社会教育セン
ターで開催します。講座は５月から始まります。
講座の日程表は式当日に配布します。

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
中
央
公
民
館
）

場所 講座名 学習日 年回数 学習時間 講師名 定員

書道（かな） 第 1・3 金曜日 20 回 14：00 ～ 16：00 村田　弘子 20 人

英会話 毎週火曜日 40 回 19：30 ～ 21：30 江口龍文、フィリップ・コイル、
ジェニファー・プラハム 20 人

韓国語 第 1・3 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 鳥居　悦子 20 人

短歌 第 1・3 火曜日 20 回  9：30 ～ 11：30 山本　則子 20 人

茶道（裏千家） 第 2・4 火曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 𠮷田　瑛子 20 人

華道（池坊）（昼） 第 2・4 木曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 髙野 ヨシエ 20 人

華道（小原流）（夜） 第 2・4 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 佐藤　秋子 20 人

舞踊（昼） 第 2・4 火曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 三道 トシエ 20 人

舞踊（夜） 第 2・4 木曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 農頭　圭子 15 人

着物着付け（昼） 第 1・3 金曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 村上　紀美子 20 人

着物着付け（夜） 第 1・3 金曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 山下　信子 20 人

押し花 第 1・3 火曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 長船 カズ子 20 人

竹工芸 第 2・4 木曜日 20 回 19：00 ～ 21：00 大崎　修一 20 人

健康太極拳 第 1・3 土曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 宮島　孝 20 人

大正琴（初心者） 第 1・3 木曜日 20 回 19：00 ～ 21：00 緒方　和代
15 人

大正琴（経験者） 第 1・3 土曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 緒方　和代

料理 第 1・3 水曜日 20 回    9：30 ～ 12：00 山下　信子 20 人

ハワイアンフラ 第 2・4 金曜日 20 回 19：00 ～ 20：30 カナニマオリ宮本清美 20 人

トールペイント 第 2・4 水曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 井上　節子 20 人

論語 第 2・4 土曜日 20 回 13：30 ～ 15：30 筑紫　汎三 20 人

３Ｂ体操 第 1・3 金曜日 20 回 19：30 ～ 21：30 大野　鈴子 20 人

大野
公民館

舞踊 第 1・3 水曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 宮内　ヤス子 10 人

華道（小原流） 第 2・4 木曜日 20 回 14：00 ～ 16：00 一宮　洋子 10 人

吉尾
公民館 舞踊 第 1・3 月曜日 20 回 10：00 ～ 12：00 宮内　ヤス子 10 人
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芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

　

も
う
す
ぐ
、
芦
北
の
春
の
風
物
詩
「
う
た

せ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回

は
、
こ
の
大
会
名
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る

打
瀬
（
う
た
せ
）
網
漁
と
打
瀬
船
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　

打
瀬
船
は
、
白
い
ド
レ
ス
を
着
た
海
の
貴

婦
人
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
白
い
帆
を
張
り
、

風
力
と
潮
の
流
れ
を
利
用
し
て
網
を
引
く
の

で
、
別
名
「
流
れ
」
や
「
流
れ
船
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
仕
掛
け
が
施
さ
れ
た
袋
状
の
網

（
４
～
７
つ
）
で
海
底
の
獲
物
を
引
き
上
げ

る
底
引
き
漁
法
で
す
。
現
在
は
、
漁
場
へ
の

往
復
は
エ
ン
ジ
ン
を
使
い
、
漁
場
到
着
後
、

風
や
潮
を
見
て
、
揚
げ
る
帆
の
数
や
高
さ
、

入
れ
る
網
数
を
調
節
し
、
風
の
力
を
利
用
し

て
船
を
横
向
き
に
流
す
横
引
き
で
操
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
水
揚
げ
は
、

ア
シ
ア
カ
エ
ビ
、

イ
シ
エ
ビ
、
カ

ニ
、
シ
ャ
コ
な

ど
で
す
。

　

打
瀬
船
の
起

源
は
瀬
戸
内
海

に
あ
る
と
い
わ

れ
、
芦
北
地
方
で

操
業
が
始
ま
っ

芦
北
町
指
定
無
形
文
化
財

平
成
11
年
３
月
15
日
指
定

22

た
の
は
、
３
０
０
年
く
ら
い
前
に
大
阪
か
ら

伝
わ
っ
た
と
い
う
説
や
明
治
時
代
に
広
島
や

高
知
か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。
江
戸
時
代
、
芦
北
地
方
に
は
水
夫
（
か

こ
）
と
よ
ば
れ
た
藩
の
仕
事
を
請
け
持
つ
漁

民
が
お
り
、
漁
業
先
進
地
の
近
畿
地
方
へ
も

度
々
船
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
漁

法
が
伝
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
盛
期
の
昭
和
20
年
代
に
は
、
鶴
木
山
地

区
で
17
隻
、
計
石
地
区
で
１
２
０
隻
余
り
が

操
業
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
、
町
内

で
は
18
隻
（
レ
デ
ィ
ー
ス
船
含
む
）
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
昭
和
56
年
に
は
観
光
う

た
せ
船
が
ス
タ
ー
ト
し
、
貴
重
な
観
光
資

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
２
月
に

は
水
産
庁
が
選

ぶ
「
未
来
に
残

し
た
い
漁
業
漁

村
の
歴
史
文
化

財
産
百
選
」
に

選
定
さ
れ
ま
し

た
。
芦
北
の
代

表
的
風
景
と
し

て
大
切
に
受
け

継
い
で
い
っ
て

ほ
し
い
も
の
で

す
。

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

み
な
さ
ん
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
や

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
は
い
か
が
過
ご
し
ま
し

た
か
？

　

２
月
14
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

は
世
界
各
地
で
行
わ
れ
る
愛
の
誓
い

の
日
で
す
が
、
３
月
14
日
の
ホ
ワ
イ

ト
デ
ー
は
東
洋
に
だ
け
あ
る
そ
う
で

す
ね
！　

韓
国
で
は
日
本
と
同
じ
く
、

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
好
き
な
男
性

に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
あ
げ
て
愛
を
告

白
す
る
日
、
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
は
男
性
が

好
き
な
女
性
に
あ
め
を
あ
げ
て
告
白

す
る
日
で
、
老
若
男
女
ド
キ
ド
キ
す
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の
日
が
近
づ

く
と
、
街
は
一
気
に
お
祭
り
ム
ー
ド
に

変
わ
り
、
あ
ら
ゆ
る
所
で
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
や
あ
め
の
販
売
が
始
ま
り
ま
す
。
ま

た
、「
本
命
チ
ョ
コ
」、「
義
理
チ
ョ
コ
」

な
ど
日
本
の
よ
う
に
特
定
の
名
称
は

な
い
で
す
が
、
雰
囲
気
は
似
て
い
ま

す
。
私
の
本
命
チ
ョ
コ
は
、
最
近
、
流

行
っ
て
い
る
と
い
う
ご
褒
美
チ
ョ
コ

を
自
分
に
あ
げ
ま
し
た
（
笑
）

　

韓
国
で
は
そ
れ
以
外
に
、
４
月
14
日

の
「
ブ
ラ
ッ
ク
デ
ー
」
と
い
う
記
念

日
が
あ
り
ま
す
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

と
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
縁
の
な
か
っ
た

人
が
、
お
互
い
を
慰
め
合
う
日
で
す
。

こ
の
日
は
黒
い
服
を
着
て
真
っ
黒
な

食
べ
物
で
あ
る
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
麺
を

食
べ
ま
す
。
実
際
に
黒
い
服
を
着
る
人

は
あ
ま
り
い
な
い
で
す
が
、
恋
人
が

い
な
い
友
達
同
士
が
集
ま
り
、
ジ
ャ
ー

ジ
ャ
ー
麺
を
食
べ
な
が
ら
「
来
年
は
一

緒
に
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
麺
食
べ
な
い
よ

う
に
頑
張
ろ
う
ね
！
」
と
冗
談
を
交
わ

し
ま
す
。
韓
国
な
ら
で
は
の
面
白
い
記

念
日
で
す
ね
！

（
第
10
回
）

▲韓国と日本の違いについて説明しました
　（２月 15 日、大野小）

▶
芦
北
町
の
シ
ン
ボ
ル

▶
打
瀬
網
漁
（
網
を
引
い

　

て
い
る
様
子
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

打
瀬
網
漁
及
び
打
瀬
船

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

　

学
業
、ス
ポ
ー
ツ
、文
化
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
含
む
）
活
動
な
ど
で
、
他
の
生

徒
の
模
範
と
な
る
高
校
生
の
功
績
を
た
た

え
る
た
め
に
熊
本
県
が
平
成
20
年
度
に
創

設
し
た
表
彰
で
す
。
将
来
の
夢
の
発
見
、

挑
戦
、
実
現
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る
（
努

力
を
続
け
る
）
高
校
生
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
県
内
の
高
校
か
ら
推
薦
さ

れ
た
私
立
公
立
の
高
校
生
97
個
人
と
２
団

体
が
受
賞
し
ま
し
た
。
芦
北
町
関
係
は
２

個
人
、
１
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
24
年

熊
本
県
が
ん
ば
る
高
校
生
表
彰

氏名（敬称略） 受賞理由

久保亮太
（八代東高３年、黒岩）

久保田晋輔
（芦北高３年、五木村）

芦北支援学校児童
生徒会役員高等部
２・３年

難関といわれる税理士試験で「簿
記論」に合格。現役高校生での合
格は珍しく八代東高初の快挙

２年生時に出場した日本学校農
業クラブ全国大会の意見発表「環
境の部」で最優秀賞を受賞

登下校時に学校玄関の昇降口で毎
日あいさつ運動を行っている

平
成
25
年
度
各
種
健
康
診
査
申
込
受
付

　
「
忙
し
い
」「
去
年
受
け
た
か
ら
大
丈
夫
」

…
こ
の
よ
う
な
理
由
で
自
分
の
体
の
こ
と
を

後
回
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

血
圧
が
高
い
、
血
糖
値
が
高
い
、
Ｌ
Ｄ

Ｌ
（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い
…
こ

の
よ
う
な
状
態
を
放
っ
て
お
く
と
、
自
覚
症

状
の
な
い
ま
ま
に
血
管
を
傷
つ
け
、
脳
卒
中

や
心
臓
病
な
ど
の
発
症
に
つ
な
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
病
気
に
な
る
と
治
療
の
た
め
に
時

間
と
お
金
を
費
や
し
、
食
事
や
運
動
な
ど
の

制
限
も
厳
し
く
な
り
ま
す
。
病
気
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
、
年
に
１
回
の
健
診
は
と
て
も

大
切
で
す
。
ま
た
、
が
ん
検
診
も
受
け
続
け

る
こ
と
が
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が

り
ま
す
。
生
涯
、
元
気
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
る
た
め
、
進
ん
で
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

①
申
込
書
の
様
式
を
変
更
し
ま
し
た

　
　

こ
れ
ま
で
は
１
人
１
枚
で
し
た
が
、
世

　

帯
ご
と
に
１
枚
に
な
り
ま
し
た
。

②
が
ん
検
診
会
場
で
も
歯
周
病
検
診
を
受
け

　

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

▼
対
象
者　

20
歳
以
上

　

▼
料
金　

５
０
０
円

　

▼
内
容　

歯
周
病
検
査
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

　
　

指
導
な
ど

③
40
歳
の
人
に
限
り
、全
て
の
健
診
（
検
診
）

　

が
無
料
に
な
り
ま
し
た

　

▼
対
象
者　

昭
和
48
年
４
月
２
日
～

　
　

昭
和
49
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　

※
日
帰
り
が
ん
ド
ッ
ク
、
大
腸
内
視
鏡
検

　
　

査
は
除
く

◆
詳
し
く
は
、
４
月
配
布
予
定
の
「
平
成
25

年
度
各
種
健
診
の
ご
案
内
」
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

平
成
25
年
度
か
ら
の
変
更
点

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
！　

４
月
上
旬
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
全
世

帯
に「
平
成
25
年
度
各
種
健
診
一
括
申
込
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

　

４
月
19
日
㈮
ま
で
に
区
長
な
ど
を
通
じ
、

必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す

【健診（検診）の種類】
①基本健診（国保特定健診、後
　期高齢者健診、生活習慣病健診）
②胃がん
③大腸がん
④腹部超音波
⑤乳がん（女性）
⑥子宮頸がん（女性）
⑦骨粗しょう症（女性）
⑧前立腺がん（男性）
⑨肺がん
⑩歯周病

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎（
８
６
）０
２
０
０

全町民皆受診を
目指しましょう！



　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

展
示
室
案
内

　

青
年
海
外
協
力
隊
＆

　

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

   
使
わ
な
く
な
っ
た

  「
こ
い
の
ぼ
り
」を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
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お 知 ら せ
　

　
田浦子育て支援センター  ４月の行事

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用
　できます。一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日～金曜日
　午前９時 30 分～正午　午後２時 45 分～５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

お 知 ら せ

９日（火）
12日（金）
15日（月）
23日（火）  
26日（金）

顔見知り会
手遊び
19日（金）　こいのぼり作り
絵本の読み聞かせ
身体測定・誕生会

　

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

▼
募
集
期
間  

４
月
１
日
㈪
～
５
月
13
日
㈪

▼
応
募
資
格

 【
青
年
海
外
協
力
隊
】　   

20
歳
～
39
歳

 【
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】
40
歳
～
69
歳

▼
体
験
談
＆
説
明
会

 【
青
年
海
外
協
力
隊
】

　
　

４
月
６
日
㈯
午
後
２
時
～

　
　

４
月
14
日
㈰
午
後
２
時
～

 【
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

　
　

４
月
14
日
㈰
午
後
２
時
～

　

熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会
で
は
各
地
域

で
活
動
で
き
る
手
話
通
訳
者
を
養
成
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
手
話
は
、
聴
覚
、

言
語
機
能
ま
た
は
音
声
機
能
の
障
害
が
あ

る
人
と
の
意
思
疎
通
を
確
立
す
る
大
切
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
で
す
。
手

話
通
訳
者
が
増
え
る
こ
と
は
聴
覚
障
害
者

の
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
講
座
内
容

▼
期
日

【
入
門
課
程
】
４
月
15
日
㈪
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
12
日
㈪

【
基
礎
課
程
】
８
月
19
日
㈪
～

　
　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
３
月
31
日
㈪

▼
時
間　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

▼
会
場　

水
俣
市
公
民
館

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
約
６
５
０
０
円
が
必
要
で
す
）

▼
受
講
資
格　

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学

力
が
あ
り
、
手
話
通
訳
活
動
を
目
指
す
人

▼
受
講
申
込　

会
場
で
テ
キ
ス
ト
料
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
基
礎
課
程
は
、
入
門
課
程
を
履
修
し
た

　

人
に
限
り
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

熊
本
聴
覚
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
５
５
８
７

　

国
家
公
務
員
採
用
試
験

▼
国
家
公
務
員
総
合
職

　
（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）

 

◇
受
付
期
間　

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４
月
１
日
㈪
～
８
日
㈪

 
郵
送
ま
た
は
持
参 

４
月
１
日
㈪
、
２
日
㈫

◇
第
１
次
試
験
日　

４
月
28
日
㈰

▼
国
家
公
務
員
一
般
職

　
（
大
卒
程
度
試
験
）

◇
受
付
期
間　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 
４
月
９
日
㈫
～
18
日
㈭

　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
展
示
室
で
は
、

町
民
講
座
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
芦
北
彩
友
会
に
よ
る
絵
画
】

▼
期
間　

３
月
24
日
㈰
～
４
月
25
日
㈭

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
８
２
）
２
２
１
３

 

郵
送
ま
た
は
持
参 

４
月
９
日
㈫
、
10
日
㈬

◇
第
１
次
試
験
日　

６
月
16
日
㈰

▼
皇
宮
護
衛
官
（
大
卒
程
度
試
験
）

◇
受
付
期
間　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４
月
１
日
㈪
～
11
日
㈭

 

郵
送
ま
た
は
持
参 

４
月
１
日
㈪
、
２
日
㈫

◇
第
１
次
試
験
日　

６
月
９
日
㈰

▼
法
務
省
専
門
職
員
（
人
間
科
学
）

◇
受
付
期
間　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４
月
１
日
㈪
～
11
日
㈭

 

郵
送
ま
た
は
持
参 

４
月
１
日
㈪
、
２
日
㈫

◇
第
１
次
試
験
日　

６
月
９
日
㈰

▼
財
務
専
門
官

【
大
人
の
裂
き
織
り
教
室
】

　

裂
き
織
り
と
は
、
不
用
に
な
っ
た
服
や

ハ
ン
カ
チ
な
ど
の
古
布
を
裂
き
、
ひ
も
状

に
し
て
織
機
で
折
り
込
み
、
再
び
布
と
し

て
使
え
る
よ
う
に
す
る
環
境
に
優
し
い
も

の
で
す
。
初
心
者
も
経
験
者
も
楽
し
め
る

コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

４
月
７
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

▼
場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

▼
募
集　

10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　

抽
選
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

３
月
31
日
㈰

　

県
環
境
セ
ン
タ
ー
４
月
イ
ベ
ン
ト

～

【
万
華
鏡
を
作
ろ
う
】

　

不
要
な
ガ
ラ
ス
び
ん
を
砕
い
た
カ
レ
ッ

ト
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
、
包
装

紙
な
ど
の
環
境
に
優
し
い
素
材
を
使
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
万
華
鏡
を
作
る
体
験
活
動

を
通
し
て
、
ご
み
問
題
や
地
球
環
境
の
大

切
さ
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時　

４
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～

▼
場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

▼
募
集　

20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

４
月
13
日
㈯

◇
申
込
方
法　

①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番

号
を
明
記
し
て
、は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
参
加
申

込
書
あ
り
）

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
市
明
神
町
55
―
１

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
２
）
２
０
０
０　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
２
）
１
２
１
２　

　熊本県では平成 25 年４月からこれまでの「地域振興局」の区域を超えた広域的な観光振興
や地域振興の推進、収税や検査などの専門性の向上を図るため、県央、県北、県南、天草の４
カ所に「広域本部」を設置します。
　「広域本部」設置後も地域振興局は現行の 10 局体制を維持し、県税（収納など）の窓口や、
国県道の管理など住民に直接関わるサービスを引き続き提供します。

＊問い合わせ先　
　熊本県　人事課
　☎０９６（３３３）２０５４

熊本県地域振興局の広域体制を整備します4 月１日から

熊本県庁【広域本部の体制図】

県央広域本部

［本部は本庁に設置］ ［本部は菊池に設置］ ［本部は八代に設置］

県北広域本部 県南広域本部 天草広域本部

天
草
地
域

振
興
局

球
磨
地
域

振
興
局

芦
北
地
域

振
興
局

八
代
地
域

振
興
局

阿
蘇
地
域

振
興
局

菊
池
地
域

振
興
局

鹿
本
地
域

振
興
局

玉
名
地
域

振
興
局

熊
本
土
木

事
務
所

熊
本
農
政

事
務
所

上
益
城
地
域

振
興
局

宇
城
地
域

振
興
局

◇
受
付
期
間　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４
月
１
日
㈪
～
11
日
㈭

 

郵
送
ま
た
は
持
参 

４
月
１
日
㈪
、
２
日
㈫

◇
第
１
次
試
験
日　

６
月
９
日
㈰

▼
国
税
専
門
官

◇
受
付
期
間

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４
月
１
日
㈪
～
11
日
㈭

 

郵
送
ま
た
は
持
参 

４
月
１
日
㈪
、
２
日
㈫

◇
第
１
次
試
験
日　

６
月
９
日
㈰

▼
食
品
衛
生
監
視
員

◇
受
付
期
間

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４
月
１
日
㈪
～
11
日
㈭

 

郵
送
ま
た
は
持
参 

４
月
１
日
㈪
、
２
日
㈫

◇
第
１
次
試
験
日　

６
月
９
日
㈰

▼
労
働
基
準
監
督
官

◇
受
付
期
間

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４
月
１
日
㈪
～
11
日
㈭

 

郵
送
ま
た
は
持
参 

４
月
１
日
㈪
、
２
日
㈫

◇
第
１
次
試
験
日　

６
月
９
日
㈰

▼
航
空
管
制
官

◇
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

４
月
１
日
㈪
～
11
日
㈭

郵
送
ま
た
は
持
参 

４
月
１
日
㈪
、
２
日
㈫

◇
第
１
次
試
験
日　

６
月
９
日
㈰

※
受
験
資
格
は
試
験
ご
と
に
異
な
り
ま
す 

　

の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
か
、

　

人
事
院
九
州
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３　
　

　

湯
浦
東
・
湯
浦
北

区
で
は
、
芦
北
町
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業

を
活
用
し
毎
年
春
に

こ
い
の
ぼ
り
を
湯
浦

川
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
こ
い
の

ぼ
り
を
設
置
す
る
た
め
、
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
の
寄
附
を
募
っ
て
い

ま
す
。
寄
附
が
で
き
る
人
は
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
浦
東
・
湯
浦
北
区

　

こ
い
の
ぼ
り
事
業
担
当　

宮
島
澄
廣　

　

☎
（
８
６
）
０
０
６
９

▼
場
所　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　

☎
０
９
３
（
６
７
１
）
８
３
４
９ 

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
熊
本
デ
ス
ク

　

☎
０
９
６
（
３
５
９
）
２
１
３
０
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　  氏　　名　　    死亡日       　 年齢　　　   区

松田　文彦　　　 １. ３１　　   ７９　　   田浦町１
岩本　トミエ　　 １. ３１　　   ９０　　   田浦町３
田中　イツエ　　 ２.　 ２　　   ７５　　   田浦町２
才畑　弘美　　　 ２.　 ２　　   ８２　　   天月
竹田　弘　　　　 ２.　 ４　　   ８２　　   海浦２
山下　アキミ　　 ２.　 ５　　   ９０　　   田川
田上　豊　　　　 ２.　 ５　　   ８８　　   湯浦北
吉川　チヨ　　　 ２.　 ８　　   ９８　　   吉尾
福原　政義　　　 ２. １１　　   ８１　　   小田浦５
坂本　鶴太　　　 ２. １２　　   ８９　　   國見
太田　ハツエ　　 ２. １３　　   ９６　　   女島西
桑野　八洲　　　 ２. １３　　   ８９　　   桑原
木村　フサエ　　 ２. １４　　   ９４　　   湯浦南
山内　和亀　　　 ２. １４　　   ６４　　   大川内南
金子　正幸　　　 ２. １６　　   ８９　　   湯浦南
浪本　浪子　　　 ２. １６　　   ７９　　   道川内東
松本　アキノ　　 ２. １８　　   ７９　　   松生
春木　勝　　　　 ２. １８　　   ７６　　   市野瀬
小﨑　スガノ　　 ２. ２７　　   ８８　　   計石西

　氏　　名　    出生日  　  性別　  保護者　　  区

一川　瑞
み ず き

綺　   １.　 ８　　女　　  智礼　　 市野瀬

松田　陽
は る た

太　   １. ３０　　男　　  洋昌　　 花岡西

白坂　虹
こ う き

貴　   ２.　 １　　男　　  正明　　 田浦町１

１９，４９０人
９，１０２人

１０，３８８人
７，１２７人

７，５５０世帯   

人　口
男
女

65 歳以上
世   帯   数

人口の動き（H25.3.1 現在）　（　）内は前月比

お 誕 生 お め で と う
H25.2.1 ～ 2.28 受付分（敬称略）受付件数 5 件

ご 冥 福 を お 祈りし ま す
H25.2.1 ～ 2.28　受付分（敬称略）受付件数 21 件

短
歌

【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
【
田
浦
短
歌
会
】

　

丈
余
な
る
榾ほ

だ
ぎ木
切
り
終
え
仰
ぎ
た
る
ひ
た
澄
む
空
に
鳶と

び

悠
然
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
田　

圭
一

　

音
読
が
癒い
や

し
と
聞
か
さ
れ
日
に
一
度
新
聞
音
読
早さ

っ
そ
く速
は
じ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本
ナ
ミ
エ

　

マ
ッ
タ
ホ
ル
ン
見
上
げ
つ
つ
降
る
草
原
に
ハ
イ
ジ
の
歌
声
聞
こ
え
て
来
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

良
子

　

鳴
き
終
え
て
枝
を
は
な
る
る
鵯
ひ
よ
ど
りに

ほ
っ
と
し
た
か
に
白
梅
咲わ

ら

う　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
走　

チ
ミ

　

久
々
に
曽
孫
来
た
れ
ば
賑
々
し
這
う
子
走
る
子
泣
き
叫
ぶ
子
よ　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
キ
ミ
子

　
【
町
民
講
座
】

　

鬼
の
面
か
ぶ
り
し
猫
に
豆
投
げ
て
節
分
豆
ま
き
参
加
の
孫
は　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
田
久
美
子

　

春
う
ら
ら
陽
気
に
誘
わ
れ
う
た
た
寝
の
犬
の
残
飯
雀
が
奪
う　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
端　

和
江

　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
命
落
せ
し
若
者
ら
我
も
子
の
親
胸
張
り
さ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
節
子

　

年
度
末
仕
事
に
追
わ
れ
る
短
か
日
に
追
い
打
ち
か
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
野　

京
美

　

探
知
機
が
太
刀
魚
の
群
れ
探
し
出
し
期
待
を
こ
め
て
網
投
げ
入
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
元
千
恵
美

芦
北
警
察
署

芦
北
消
防
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

（−１８）
　（−６）

（−１２）
（＋１７）

　（−２）

か
た
は
ら
に
秋
く
さ
の
花
か
た
る
ら
く
ほ
ろ

び
し
も
の
は
な
つ
か
し
き
か
な（
牧
水
の
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
村　

蕗
子

編
　
集
　
後
　
記

　

御
立
岬
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー

広
場
の
早
咲
き
の
河
津
桜
が
開
花
し

ま
し
た
。
天
気
が
い
い
日
は
空
の
青

と
桜
の
ピ
ン
ク
が
絶
妙
な
色
合
い

で
、
寒
く
寂
し
げ
な
季
節
を
遠
ざ
け

て
く
れ
ま
す
▼
星
野
富
弘
美
術
館
の

詩
画
公
募
作
品
の
表
彰
式
が
あ
り
ま

し
た
。
現
在
24
点
の
入
賞
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
秀
作
ば

か
り
で
時
間
を
忘
れ
て
見
と
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
小
学
生
の
部
で
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
黒
木
勇
丞
く
ん
（
八

代
市
）
の
「
あ
し
き
た
の
じ
い
ち
ゃ

ん
家
に
な
っ
た
よ
」
と
い
う
作
品
は

デ
コ
ポ
ン
を
題
材
に
し
た
も
の
で

す
。
公
募
展
の
審
査
委
員
で
星
野

富
弘
美
術
館
の
坂
田
燦
顧
問
は
「
よ

く
観
察
し
て
素
直
な
気
持
ち
を
絵

と
詩
に
表
現
し
た
素
晴
ら
し
い
作

品
」
と
た
た
え
ま
し
た
。
表
彰
式
に

は
孫
の
勇
丞
く
ん
に
デ
コ
ポ
ン
を

送
っ
た
祖
父
の
古
田
幾
平
さ
ん
（
古

石
北
）
も
来
て
い
ま
し
た
。「
毎
年

芦
北
の
デ
コ
ポ
ン
を
贈
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
さ
か
デ
コ
ポ
ン
を
題
材

に
最
優
秀
賞
を
も
ら
え
る
な
ん
て
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
▼
私
は
絵
も
描
か
ず
詩
も
つ
く
り

ま
せ
ん
が
、
春
の
う
ら
ら
か
な
日
に

草
花
や
風
景
を
観
察
に
出
掛
け
て
み

よ
う
か
な
と
思
い
ま
し
た
。（
寺
川
）

※町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総
　務課秘書広報係までご連絡ください。

貴
金
属
の
「
訪
問
購
入
」
が
規
制
さ
れ
ま
し
た

　

自
宅
な
ど
を
訪
問
し
た
業
者
が
貴

金
属
な
ど
を
強
引
に
安
く
買
い
取
る

悪
質
商
法
「
訪
問
購
入
」
を
規
制
す

る
改
正
特
定
商
取
引
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
違
反
し
た
業
者
は
行
政
処

分
（
業
務
停
止
命
令
な
ど
）
や
罰
則

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
飛
び
込
み
勧
誘
禁
止

　

売
り
主
か
ら
の
依
頼
が
な
い
飛
び

　

込
み
勧
誘
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

●
勧
誘
目
的
の
明
示

　

勧
誘
に
先
立
っ
て
、
事
業
者
名
や

　

勧
誘
す
る
物
品
の
種
類
な
ど
を
明

　

示
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

●
再
勧
誘
の
禁
止

　

一
度
取
り
引
き
を
断
ら
れ
た
場
合

　

の
再
勧
誘
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

●
書
面
の
交
付
義
務

　

契
約
時
に
物
品
の
種
類
や
特
徴
、

　

購
入
価
格
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　

に
関
す
る
事
項
な
ど
が
記
載
さ
れ

　

た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
い
け

　

ま
せ
ん
。

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　

書
面
交
付
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ

　

ば
、
売
り
主
は
無
条
件
で
契
約
の

　

解
除
が
可
能
で
す
。

●
物
品
引
き
渡
し
の
拒
否

　

売
り
主
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

　

間
中
は
物
品
の
引
き
渡
し
を
拒
む

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
そ
の
他
、物
品
を
第
三
者
に
引
き

　

渡
す
際
の
通
知
義
務
や
嘘
の
告

　

知
、迷
惑
勧
誘
な
ど
に
関
す
る
制 

　

が
あ
り
ま
す
。　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
周
り
は

駐
車
禁
止
で
す
！

　

皆
さ
ん
は
「
消
火
栓
」
や
「
防
火

水
槽
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？　

こ
れ

ら
は
、
消
火
活
動
に
は
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
施
設
で
、
火
災
発
生
時

に
消
火
に
必
要
な
水
を
消
防
隊
に
給

水
す
る
も
の
で
す
。

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
道
路
脇
や

歩
道
上
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

位
置
を
示
す
た
め
、
標
識
を
掲
げ
て

い
る
も
の
、
路
上
や
ふ
た
に
マ
ー
キ

ン
グ
を
し
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、「
消
防
水
利
」
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
プ
ー
ル
、
池
、

井
戸
、
河
川
な
ど
も
消
火
活
動
に
使

用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の

周
辺
は
、
道
路
交
通
法
で
５
㍍
以
内

の
部
分
へ
の
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
違
法
な
駐
車
は
一
刻
を
争
う

消
防
活
動
の
障
害
に
な
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※本町窓口に届出を出した人で、掲載の承諾を得た人を
　掲載しています。

▲第２分団ポンプ格納庫前の防火水槽
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個
性
あ
ふ
れ
る
詩
画
作
品

　

星
野
富
弘
美
術
館
で
は
昨
年
12
月
か

ら
１
月
末
ま
で
詩
画
作
品
を
募
集
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
１
２
２
４
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
に
よ
り
、
24
点

の
入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
５
月

12 

日
㈰
ま
で
星
野
富
弘
美
術
館
で
展
示

し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

区　分 氏　名 作　品　名 学　校　名 学年

小学生の部

宇田　美月 冬ってステキ 薩摩川内市立隈之城小学校 ３年

藤本　澪 ６年間いままでありがとう
ランドセル 熊本市立飽田西小学校 ６年

中村　あおい 種いっぱいのカボチャ 西原村立山西小学校 ６年

中学生の部

椎葉　麻里香 干し柿 錦町立錦中学校 ２年
白本　響 輝き続ける空 芦北町立大野中学校 ２年
徳田　健 色という名の個性 霧島市立国分南中学校 ２年
片岡　里和恵 家族 山都町立蘇陽中学校 ３年

高校生の部 吉武　涼花 猫 熊本北高等学校 １年
垣岩　葵 二人の強さ 熊本北高等学校 １年

一般の部
本郷　サツ子 ミニトマト 宇城市 ー
久原　知子 宝石箱 宇城市 ー
鳥越　セツ子 ねこやなぎ 人吉市 ー

小学生の部　最優秀賞
「あしきたのじいちゃん家

になったよ」黒木 勇丞
八代市立文政小学校４年

小学生の部　優秀賞
「ネコ」

ハーリントン・アレクザンダー
菊池市立泗水小学校５年

中学生の部　最優秀賞
「つばき」石尾 絵理華

熊本市立飽田中学校３年

高校生の部　最優秀賞
「負けないで」西田 芽衣

球磨工業高校１年

一般の部　最優秀賞
「冬の御馳走」

東 香織（熊本市）

一般の部　優秀賞
「ずっと笑顔で」

今田 豊子（八代市）

一般の部　優秀賞
「達磨さんが怒った」

小﨑 洋子（熊本市）

高校生の部　優秀賞
「明日への一歩…」西 悠希

球磨工業高校２年

中学生の部　優秀賞
「大切な靴」泉 晃大郎

熊本市立飽田中学校１年

中学生の部　優秀賞
「ミスミソウ」西田 佳世

大津町立大津北中学校２年

中学生の部　優秀賞
「私のくつの願い」西 鈴音

錦町立錦中学校 1 年

小学生の部　優秀賞
「しゃぼん玉」後藤 彩華

菊池市立泗水小学校５年

【審査員特別賞】

＊問い合わせ先　星野富弘美術館　☎（８６）１６００


